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はじめに 

 

 近年の石油国際情勢の変動により、日本への原油の安定的供給が重要な課題

となっているところ、エネルギー安全保障の観点から中東産油国のみならず、

同様に豊富な炭化水素資源埋蔵量を持つロシア・中央アジア・コーカサス地域

諸国との連携強化が極めて重要な課題となっている。本事業は、石油精製・加

工あるいは石油関連の省エネルギー・環境技術等の提供・交流を行うことによ

り、有数のエネルギー資源国である同地域との関係を発展させ、日本企業の産

業活動に必要不可欠であるエネルギーの安定供給の確保を目指すものである。  

以上のような状況を踏まえ、今年度はロシア有数の石油産地であるサマラ、

バシコルトスタンおよび首都のモスクワにて原油の重質硫黄化およびセラミッ

ク膜技術をテーマとして公開のセミナーを開催した。また、ロシアのエネルギ

ー・金融研究所よりベロゴリエフ副所長を招へいし、欧米の制裁、ルーブル下

落、油価の下落によって低迷が続く経済状況下におけるロシアの石油ガス分野

の最新事情、同分野の中長期的な展望、さらに日本との協力の可能性などにつ

いて、東京および新潟で日露石油ガスセミナーを開催した。本書はその概要お

よび資料をまとめたものである。  

本資料の作成は、産油国石油精製技術等対策事業費補助金（産油・産ガス国

開発支援等事業のうち中東等産油・産ガス国投資等促進事業（ロシア等投資促

進事業））における石油・環境技術情報提供･交流促進事業技術交流代表団派遣

事業の一環として実施し、経済産業省の助成を受けた。経済産業省およびセミ

ナーの会場をご提供いただいた在ロシア日本大使館、さらに協力をいただいた

関係各位に、厚く御礼を申し上げる次第である。  

 

 

2016年３月  

一般社団法人ロシアNIS貿易会  

会長  村 山  滋  
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１．事業の概要  

 

本事業は、ロシア等旧ソ連産油・産ガス国の石油ガス産業およびそのサポート

インダストリーに貢献することにより当該国への日本のアクセスを拡大するこ

と、同時に、日本企業と当該国のビジネスの拡大をはかること目的としている。 

技術交流代表団派遣事業では、日本の専門家で構成される技術交流代表団を現

地に派遣し、ロシアの石油ガス分野が抱える課題の解決につながりうる日本の技

術やノウハウをロシアの石油ガス分野の専門家に紹介し、専門家同士の交流をは

かることを目的としている。  

今年度の技術交流代表団派遣事業では、公募により選定した日揮㈱および同

社の推薦により日本ガイシ㈱から各１名ずつの専門家を派遣し、ロシア連邦サ

マラ州（サマラ市）、バシコルトスタン共和国（ウファ市）、およびモスクワ

市において「日露石油ガス技術交流セミナー」を開催した。また、テーマに関

心を持つロシアの企業、関係機関、地方行政府を訪問し、個別のミーティング

を実施することで、日露の石油ガス分野の技術専門家の交流をはかった。  

 

 

２．派遣員  

 

事務局：  

高橋 浩 ロシア NIS 経済研究所 副所長  

中馬瑞貴 ロシア NIS 経済研究所 研究員  

講師：  

渡邉哲哉 日揮㈱プロセス技術本部 チーフエンジニア  

小谷和司 日本ガイシ㈱ 産業プロセス事業部 膜プロジェクトリーダー  

通訳：  

チョールナヤ、マルガリータ  
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３．派遣日程  

 

2015 年 11 月 29 日（日）～ 12 月６日（日）、８日間  

 日付 時間 プログラム 宿泊 

1 
11/29 

（日） 

13:10 

17:35 

22:40 

成田発（SU261） 

モスクワ（SVO）着  

モスクワ（SVO）発（SU1216） 

サマラ 

2 
11/30 

（月） 

01:25 

 

 

サマラ着 

 

セミナー準備 

〃 

3 
12/1 

（火） 

10:00 

 

 

17:20 

18:05 

■日露石油ガス技術交流セミナー開催 

（於：サマラ国立工業大学） 

 

サマラ発（SU1213） 

モスクワ（SVO）着  

モスクワ 

4 
12/2 

（水） 

08:00 

12:00 

 

14:00 

 

モスクワ(SVO）発（SU1230） 

ウファ着 

 

■日露石油ガス技術交流セミナー開催 

（於：バシコルトスタン石油精製・石油化学研究所訪問） 

ウファ 

5 
12/3 

（木） 
14:30 ◆Oil Gas Project 訪問 〃 

6 
12/4 

（金） 

08:00 

08:00 

 

10:30 

 

 

14:00 

 

 

18:30 

ウファ発（SU1235） 

モスクワ（SVO）着  

 

■日露石油ガス技術交流セミナー開催 

（於：全ロシア石油精製・石油化学産業研究・設計所） 

 

■日露石油ガス技術交流セミナー開催 

（於：全ロシア石油精製研究所） 

 

◆エネルギー・金融研究所訪問・面談 

モスクワ 

7 
12/5 

（土） 
20:00 モスクワ・シェレメチェヴォ空港発（SU260） 機中泊 

8 
12/6 

（日） 
11:40 成田空港着  
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４．プログラム 

 

（１）サマラ 

日   時：  2015 年 12 月１日（火）10:00～13: 00 

場   所：  サマラ国立工業大学  

プログラム：  09:30～10:00 レジストレーション  

10:00～10:10 A.A.ピメノヴァ副学長 開会挨拶  

10:10～10:20 シャミン次官 開会挨拶  

10:20～10:30 高橋 開会挨拶  

10:30～11:30 渡邉 プレゼンテーション「 Proposals against 

Higher Sulfur and Heavier Crude Oil in Russia」  

11:30～12:30 小谷 プレゼンテーション「Ceramics Membrane 

for Oil & Gas: CO2 Separation Produced Water 

Treatment」  

12:30～13:00 質疑応答／コメント  

参 加 者：  ◆サマラ州政府代表  

A.シャミン  サマラ州工業・技術省次官／石油化学局局長  

◆企業代表  

V.シャパク  AO「スィズラニ製油所」主任エンジニア  

M.ルジノフ  PAO「サマラネフチェヒムプロジェクト」技術

部長  

M.アブドゥルナザロヴァ  PAO「サマラネフチェヒムプロジェ

クト」副技術部長  

◆サマラ国立工業大学代表  

A.ピメノフ  副学長（国際協力担当）  

L.パロイコ  主任エンジニア  

A.ジェランディノヴァ  通訳  

◆サマラ国立工業大学石油技術学部代表  

V.ジヴァエヴァ  石油ガス鉱床掘削学科長  

Yu.ヴェリカノヴァ  総合物理石油ガス生産物理学科長  
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M.ペトロフスカヤ  石油ガス化学製造機械設備学科長  

P.ブキン   石油ガス井掘削学科長  

S.シカルパ   化学技術・産業エコロジー学科  長  

V.ポディヤチェヴァ  石油ガス鉱床開発・生産学科長  

A.コノヴァロヴァ  地質学・地質物理学科長  

L.ゼムレルプ   パイプライン輸送学科長  

その他、学生約 40 名  

 

（２）ウファ 

日   時：  2015 年 12 月３日（木）10:00～13:00 

場   所：  バシコルトスタン共和国石油精製・石油化学研究所（ INHP）  

プログラム：  13:45～14:00 テリャシェフ INHP 所長 研究所紹介  

14:00～14:10 高橋 挨拶  

    14:10～15:10 渡邉 プレゼンテーション  

    15:10～16:10  小谷 プレゼンテーション  

    16:10～16:30  質疑応答  

参 加 者：  E.テリャシェフ 所長  

V.イオノフ   第一副所長  

I.ジャイルディノフ  

その他、全８名  

 

（３）モスクワ① 

日   時：  2015 年 12 月４日（金）10:30～12:30 

場   所：  全ロシア石油精製・石油化学産業研究・設計所  

プログラム：  10:30～10:35 高橋 開会挨拶  

10:35～11:15 渡邊 プレゼンテーション  

11:15～11:55 小谷 プレゼンテーション  

11:55～12:30 質疑応答  

参 加 者：  V.ヤスキン  技術部長  

    A.ズイコフ  技術部 部長 その他、約 15 名  



5 
 

（４）モスクワ② 

日   時：  2015 年 12 月４日（金）14:00～17:00 

場   所：  全ロシア石油精製研究所 会議室  

プログラム：  14:00～14:10 R.テリャシェフ所長 開会挨拶  

14:10～14:20 高橋 開会挨拶  

14:20～15:20 渡邊 プレゼンテーション  

15:20～16:10 小谷 プレゼンテーション  

16:20～17:00 質疑応答  

参 加 者：  R.テリャシェフ  所長  

V.ブラトニコフ  主任技師  

N.コロフ   国際協力局 局長  

O.ウシャコヴァ  PR プロジェクト部 部長  

A.オブルィヴァリナ  輸入代替プロジェクト部 部長  

K.イリソヴァ   触媒製造・技術サービス局 副局長  

M.デミン   技術会計プロジェクト部主任専門家  

その他、約 40 名  
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５．アンケート結果 

 

（１）サマラ 

１）本日のセミナーはあなたにとって  

①  非常に有益だった   22 人  

②  有益だった    19 人  

③  普通だった    ３人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   １人  

 

２）報告「Proposals against Higher Sulfur and Heavier Crude Oil in Russia」は  

①  非常に有益だった   21 人  

②  有益だった    22 人  

③  普通だった    ２人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   １人  

 

３）報告「Ceramics Membrane for Oil & Gas: CO2 Separation Produced Water 

Treatment」は  

①  非常に有益だった   20 人  

②  有益だった    20 人  

③  普通だった    ３人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ２人  

 

４）本日のセミナーに関してあなたの意見を自由に述べてください。  

【感想】  

 非常に興味深いセミナーであった。  

 石油ガス産業における日本の新しい取組や経験を知ることは興味深かった。 

 このようなセミナーにもっと頻繁に参加したい。  
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 通訳がわかりやすかった。  

 外国企業のセミナーを受講できたことは興味深い体験だった。  

 有益で良い資料だった。  

【要望】  

 できれば、教員や石油ガス企業のさらにハイレベルな専門家に会いたい。  

 環境保護についての対策や設備についてもう少し聞きたかった。  

 パイプライン輸送におけるイノベーションについての講義を聞きたい。  

 今後は研究自体について発言する機会が得られればと思う。  

 より正確で質の高い通訳を希望する。  

 

（２）ウファ 

１）本日のセミナーはあなたにとって  

①  非常に有益だった   ９人  

②  有益だった    10 人  

③  普通だった    ２人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   １人  

 

２）講演「Proposals against Higher Sulfur and Heavier Crude Oil in Russia」は  

①  非常に有益だった   12 人  

②  有益だった    ９人  

③  普通だった    ０人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   １人  

 

３）講演「Ceramics Membrane for Oil & Gas: CO2 Separation Produced Water 

Treatment」は  

①  非常に有益だった   ７人  

②  有益だった    ９人  

③  普通だった    ２人  
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④  それほど有益ではなかった  １人  

⑤  全く有益ではなかった   １人  

 

４）本日のセミナーに関してあなたの意見を自由に述べてください。  

【感想】  

 非常に有益な報告だった。  

 情報提供をありがとうございました。  

【要望】  

 次回は日本の製油所における石油の一次精製時の防食について聞きたい。  

 次回は石油加工精製分野のイノベーション技術について聞きたい。  

 

（３）モスクワ 

１）本日のセミナーはあなたにとって  

⑥  非常に有益だった   ３人  

⑦  有益だった    ８人  

⑧  普通だった    ０人  

⑨  それほど有益ではなかった  ０人  

⑩  全く有益ではなかった   ０人  

 

２）講演「Proposals against Higher Sulfur and Heavier Crude Oil in Russia」は  

⑥  非常に有益だった   ３人  

⑦  有益だった    ７人  

⑧  普通だった    １人  

⑨  それほど有益ではなかった  ０人  

⑩  全く有益ではなかった   ０人  

 

３）講演「Ceramics Membrane for Oil & Gas: CO2 Separation Produced Water 

Treatment」は  

⑥  非常に有益だった   ４人  

⑦  有益だった    ７人  
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⑧  普通だった    ０人  

⑨  それほど有益ではなかった  ０人  

⑩  全く有益ではなかった   ０人  

 

４）本日のセミナーに関してあなたの意見を自由に述べてください。  

【感想】  

 有益だった。  

 参考になるセミナーだった。  

 ありがとうございました。  

【要望】  

 具体的な工程の流れ図を加えてほしい。  

 膜を使った水の洗浄を映像で見たかった。  
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６．報告資料 

（１）Proposals against Higher Sulfur and Heavier Crude Oil in Russia 
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（２）Ceramics Membrane for Oil & Gas: CO2 Separation Produced Water 

Treatment 
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７．面談記録 

 

■Oil Gas Project 社  

日 時：2015 年 12 月３日 14:30～  

場 所：Oil Gas Project 社  

面談者：A.チグリンツェフ  所長  

Yu.チェルノフ  

    その他、２名  

面談概要：  

◆会社概要  

・ Oil Gas Project 社は石油ガス分野のエンジニアリング会社で、EPC の E の部

分を担当している。主力分野は石油ガス分野の採掘と精製だが、電力や再生

可能エネルギーにも携わっており、最近では太陽光発電所の設計を行ってい

る。  

・ 民間の独立系企業であり、バシネフチとロスネフチが主な顧客である。  

・ 従業員数は 60 人でみんなエンジニアである。  

◆質疑応答  

・ ガス分離膜について、ロシアの市場ですでに実績はあるか？  

→まだ実績はない。  

→ロシアのプラントで利用するには Certification が必要なので、実績があるか

ないか、とても重要。  

・ 随伴水の膜もまだパイロット段階か？実施中のプロジェクトの中で随伴水

が放置されているケースがある。提案することは可能であるが、実際にど

れだけ機能するのかデータが必要になるが、どこに問い合わせたらよいの

か？  

→NGK を通して紹介することが可能。  

・ 随伴水のセラミック膜はどのタイミングで交換が必要となるか？  

→水の汚れ度合いによっても変わってくるが、基本的に５～10 年間、交換は不

要である。ただし、洗浄は必要。  



 

 

 

 

 

 

  

 

 

Ⅱ.日露石油ガスセミナー 

（東京・新潟）概要  
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１．事業の概要  

 

技術交流セミナー（日本開催）では、ロシアの専門家を日本に招へいし、ロ

シアの石油ガス分野の最新の動向や技術的戦略などを紹介してもらい、日露の

当該技術の交流をはかり、日本企業の参入の可能性を探ることを主な目的とし

ている。  

 今回の技術交流セミナー（日本開催）では、ロシアのエネルギー・金融研

究所の副所長、アレクセイ・ベロゴリエフ氏を招へいし、東京および新潟にお

いて「日露石油ガスセミナー ロシアの石油ガス産業：発展の現状と展望」を

開催した。セミナーでは、欧米の制裁、ルーブル下落、油価の下落によって低

迷が続く経済状況の中でのロシアの石油ガス分野の動向、同分野の中長期的な

展望、さらに日本との協力の可能性などについて報告を受けた。また、東京お

よび新潟において石油ガス関係機関や企業を訪問し、専門家の交流をはかった。 

 

 

２．招へい者 

 

名  前：アレクセイ・ベロゴリエフ（Aleksey BELOGORYEV）  

生年月日：1983年 12月16日  

学  歴：2005年 モスクワ国立大学歴史学部卒業（首席）  

2008年 ロシア科学アカデミースラヴ研究所大学院修了  

職  歴：2006～ 2007年  自然独占研究所 専門分析員  

2008～ 2010年  同研究所ガス分野研究部 部長   

2010～ 2011年  燃料エネルギー専門家分析局 局長  

2011～ 2013年  エネルギー戦略研究所 研究員  

2013～ 2015年  同研究所 副所長（学術組織活動担当）  

2015年４月   エネルギー・金融研究所エネルギー担当副所長  
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３．招へい日程 

 

2016 年１月 31 日（日）～２月６日（土）、７日間  

 日付 時間 プログラム 宿泊 

1 
1/31 

（日） 
21:00 モスクワ（SVO）発（SU260） 機中泊 

2 
2/1 

（月） 

11:40 

 

 

 

成田着 

 

成田発（リムジンバス） 

TCAT着  

東京 

3 
2/2 

（火） 

10:00 

 

14:00 

 

◆キックオフミーティング（於：ROTOBO会議室） 

 

■日露石油ガスセミナー開催（於：如水会館） 

 

東京 

4 
2/3 

（水） 

09:12 

10:49 

 

13:00 

 

14:00 

 

17:22 

19:20 

東京駅発（とき311号） 

新潟駅着 

 

◆ERINA表敬・面談 

 

■日露石油ガスセミナー開催（於：朱鷺メッセ） 

 

新潟駅発（とき338号） 

東京駅着 

東京 

5 
2/4 

（木） 
10:30 ◆日本エネルギー経済研究所訪問 東京 

6 
2/5 

(金） 

10:00 

13:00 

◆JOGMEC訪問 

◆ラップアップミーティング（於：ROTOBO会議室） 
東京 

7 
2/6 

(土） 

09:30 

10:00 

13:05 

18:25 

ホテルチェックアウト 

T-CAT→成田空港 

成田発（SU263） 

モスクワ（SVO）着  
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４．プログラム  

 

（１）東京開催  

日   時：2016年２月２日（火）14:00～16:00 

場   所：如水会館  

参 加 者：約45人  

プログラム：  

14:00～14:10  開会挨拶、ベロゴリエフ氏の紹介  

（高橋 浩 ROTOBOロシアNIS経済研究所 副所長）  

14:10～15:30  報告「ロシアの石油ガス産業：発展の現状と展望」  

15:30～16:00  質疑応答  

 

（２）新潟開催  

日   時：2016年２月３日（水）14:00～16:00 

場   所：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター  

参 加 者：約35人  

プログラム：  

14:00～14:10 開会挨拶  

（坂井武徳 （公財）環日本海経済研究所 事務局長） 

14:10～15:30 報告「ロシアの石油ガス産業：発展の現状と展望」  

15:30～16:00 質疑応答  
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５．報告資料 

ロシアの石油ガス産業：発展の現状と展望 
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